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足 立 区
総 務 課 広 報 係

TEL( 888) 2161

写真は、13日に行なわれた聖火リレーのリハーサル

オリンピツク東京大会

聖 火 は7 日 に
堀切橋―千住大橋間

第
1
8回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
ま
で
あ
と
1
0日
。
全
国
を
リ
レ

ー
さ
れ
た
聖
火
が
、
1
0月
7
日
足

立
区
に
入
っ
て
き
ま
す
。

足
立
区
を
通
過
す
る
聖
火
は
、

北
海
道
か
ら
青
森
を
経
て
太
平
洋

側
を
ひ
た
走
り
、
千
葉
県
か
ら
東

京
に
入
る
コ
ー
ス
を
と
る
も
の
で

ま
ず
江
戸
川
区
に
引

継
が
れ
、
つ
い
で
葛

飾
区
を
通
っ
て
7
日

の
午
前
1
1
時
4
6
分
堀

切
橋
の
中
土
手
で
足

立
区
の
走
者
に
引
継

が
れ
ま
す
。

こ
の
聖
火
は
区
内

の
第
2
中
継
点
、
柳

原
郵
便
局
前
を
午
前
1
1

時
5
3
分
、
第
3
中

継
点
、
区
役
所
前
を

午
後
O
時
1
分
に
通

り

、午
後
O
時
8
分
、

千
住
大
橋
南
詰
で
荒

川
区
に
リ
レ
ー
さ
れ

ま
す
。
こ
の
あ
と
、

台
東
、
墨
田

、江
東
、

中
央
の
各
区
を
通

過

、
都
庁
前
で
、
ほ

か
の
コ
ー
ス
か
ら
き

た
聖
火
と
合
流
し
、
1
0
日
午
後
1

時
3
0
分
、
国
立
競
技
場
の
聖
火
台

に
点
火
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
走
者
隊
は
、
正
走
者
1
名
、
副

走
者
2
名
、
随
走
者
2
0名
の
合
計
2
3

名
か
ら
な
り
、
白
バ
イ
に
先
導

さ
れ
て
、
時
速
1
2キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
速
さ
で
走
り
ま
す
。

▽
沿
道
に
は
、
区
内
の
小
中
高
学

生
や
一
般
参
観
者
が
決
め
ら
れ
た

場
所
で
こ
の
聖
火
リ
レ
ー
を
見
送

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
1
中
継
地
点
で
は
、
出

発
と
同
時
に
花
火
を
打
ち
上
げ
る

ほ
か
、
第
2
、
第
3
中
継
点
で
は

2
中
と
3
中
の
生

徒
に
よ
る
プ
ラ
ス

バ
ン
ド
が
演
奏
を

行
な
い
一
っ
せ
い

に
鳩
を
飛
ば
し
て

聖
火
リ
レ
ー
に
花

を
添
え
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
の
起
源

紀
元
前
七
七
六

年
、
古
代
ギ
リ
シ

ヤ
人
が
オ
リ
ン
ピ

ア
祭
の
と
き
、
運

動
や
詩
、
音
楽
な

ど
の
競
技
を
行
な

っ
た
の
が
始
め
と

な
り
、
オ
リ
ン
ピ

ア
祭
が
行
な
わ
れ

る
四
年
ご
と
に
競

技
大
会
が
開
か
れ

て
い
ま
し
た
。

一
八
九
六
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ク

ー
ベ
ル
タ
ン
が
、
こ
れ
を
国
際
的

な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
拡
め
、
そ
の

後
、
四
年
を
周
期
と
し
て
世
界
各

国
の
主
要
都
市
で
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

株式会社巧文社納
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第
2
区
間
は
女
性
だ
け

区
内
の
聖
火
リ
レ
ー
走
者
隊

8
月
2
1
日
、
ギ
リ
シ
ヤ
の
聖
地

オ
リ
ン
ピ
ア
、
ヘ
ラ
の
神
殿
で
採

火
さ
れ
た
聖
火
を
、
代
々
木
の
国

立
競
技
場
の
聖
火
台
ま
で
無
事
に

リ
レ
ー
で
き
る
よ
う
、走
者
に
選

ば
れ
た
区
内
の
聖
火
リ
レ
ー
隊
は

熱
心
に
練
習
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
足
立
区
の
聖
火
リ
レ
ー
走
者

は
6
9
名
で
、特
に
、第
2
区
間

(
柳
原
郵
便
局
前
―
区
役
所
前
)
は

都
内
で
も
め
ず
ら
し
い
女
性
だ
け

の
走
者
隊
と
あ
っ
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

走
者
は
次
の
と
お
り

第
1
隊
(
堀
切
橋
中
土
手
↓
柳

原
郵
便
局
前
)

【
正
走
者
】
二
葉

正
人
(
1
7
才
、
都
立
足
立
高
校
)

【
副
走
者
】
仲
山
国
重
(
1
7
才
、

都
立
江
北
高
校
)

、
多
田
旭
(
1
8

才
、
体
育
会
、
水
泳
)

【
随
走
者

】
植
木
芳
雄
、
大
堀
富
男
、
佐
藤

進
、
高
橋
光
男
、
林
秋
雄
、
清
水

博
、
佐
藤
昭
美
、
阿
部
正
三
、
田

村
康
秋
、
持
田
勇
、
西
根
茂
、
佐

々
木
衷
治
、
上
村
則
夫
、
畠
山
重

則
、
荻
原
暉
雄
、
岡
本
直
治
、
岡

田
隆
昭
、
大
川
隆
司
、
斎
藤
忠
明

村
上
優

第
2
隊
(
柳
原
郵
便
局
前
↓
足

立
区
役
所
前
)

【
正
走
者
】
大
兼

茂
子
(
1
9
才

、
体
育
会
、
陸
上
)

【
副
走
者
】
阿
出
川
道
子
(
1
7
才

、
都
立
荒
川
商
業
高
校
)

、
児
玉

紀
子
(
1
6
才

、
体
育
会
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
)

【
随
走
者
】
磯
川
佳
子

、
鈴
木
エ
イ
コ

、
野
呂
明
子

、
蓮

見
郁
子

、
中
沢
美
知
子

、
串
田
春

美

、
佐
藤
揺
子

、
岩
沢
早
苗

、
鯨

岡
和
子

、
佐
々
木
美
枝
子

、
岩
谷

明
美

、
高
橋
優
子

、
吉
田
菊
江

、

井
上
和
子

、
勝
倉
満
喜
子

、
阿
部

祐
子

、
瀬
戸
陽
子

、
村
島
て
る

、

原
田
啓
子

、
末
永
美
保
子

第
3
隊
(
足
立
区
役
所
前
↓
千

住
大
橋
南
詰
)
【
正
走
者
】
森
谷

汎
(
2
0
才
、体
育
会
、柔
道
)
【

副
走
者
】
荒
堀
安
行
(
1
6
才
、都

立
足
立
工
業
高
校
)
、梶
浩
太
郎

(
1
7
才
、都
立
足
立
工
業
高
校
)

【
随
走
者
】
松
浦
多
喜
夫
、村
田

泰
治
郎
、岡
村
義
晃
、鈴
木
市
郎

、坂
井
栄
一
、飯
泉
修
一
、伊
藤

寿
章
、
渡
辺
良
次
、
織
田
秋
良

、

鈴
木
太
、
小
野
坂
明
夫
、
八
柳
正

男

、
小
林
史
郎

、
滝
井
健
治
、
加

藤
章
、
梨
本
高
司
、
小
畠
敏
博
、

大
戸
善
雄

、
大
竹
誠
一

リ
レ
ー
コ
ー
ス
は
一
時
通
行
止
め

観
客
席
も

決
ま
る

区
内
を
通
る
聖
火
は
、
堀
切
橋

か
ら
千
住
大
橋
ま
で
の
間
、
約
3
.
7

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
通
過
す
る
こ
と

に
な
り
、
観
客
席
も
下
図
の
と
お

り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
コ
ー

ス
や
コ
ー
ス
に
面
し
て
い
る
通
り

も
一
時
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の

で
交
通
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

通
行
に
は
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

学
校
別
参
観
席
(
予
定
)

(
A
)
二
中
(
B
)
十
六
中
(
C
)
柳
原
小
(
D
)
千

八
小
(
E
)
旭
小
(
F
)
東
淵
江
小
(
G
)
梅
島

小
(
H
)
千
四
小
(
I
)
梅
二
小
(
J
)
舎
人
小
(
K
)

新
田
小
(
L
)
西
一
小
(
M
)
千
一
小
(
N
)

千
寿
小
(
O
)
綾
瀬
小
(
P
)
千
六
小
(
Q
)
千

三
小
(
R
)
元
宿
小
(
S
)
三
中
(
T
)
十
五
中
(
U
)

一
中

町
別
観
客
席
(
予
定
)

(
1
)
関
屋
町
(
2
)
曙
町
(
3
)
柳
原
一
丁
目
(
4
)

柳
原
二
丁
目
(
5
)
日
ノ
出
町
(
6
)
竜

田
町
(
7
)
千
住
五
丁
目
(
8
)
千
住
四
丁

目
(
9
)
千
住
三
丁
目
(
1
0
)
千
住
二
丁
目
(
1
1
)

千
住
一
丁
目
(
1
2
)
東
町
(
1
3
)
旭
町
(
1
4

)
大
川
町
(
1
5
)
柳
町
(
1
6
)
元
町
(
1
7
)
桜
木
町

(
1
8
)
宮
元
町
(
1
9
)
寿
町
(
2
0
)
中
居
町
(

2
1
)
仲

町
(
2
2
)
緑
町
三
丁
目
(
2
3
)
緑
町
二
丁
目
(
2
4
)

緑
町
一
丁
目
(
2
5
)
河
原
町
(
2
6
)
橋
戸

町
。
(
多
少
変
更
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
現
地
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。
)

聖
火
リ
レ
ー
コ
ー
ス

「
補
充
選
挙
人
各
簿
の
登
録
」
は

い
つ
で
も
受
け
付
け
ま
す

い
ま
ま
で
、
補
充
選
挙
人
名
簿

の
登
録
申
請
は
、
毎
年
9
月
1
5
日

現
在
で
つ
く
る
基
本
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い

て
、
選
挙
前
の
一
定
期
間
に
限
り

受
け
付
け
る
し
く
み
で
し
た
が
、

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
っ
て
1
0

月
1
日
か
ら
は
、
そ
の
ほ
か
に
、

い
つ
で
も
登
録
の
申
し
出
を
受
け

付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
ら
し
く
満
2
0才
に
な
っ
た
方

や
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て

来
ら
れ
た
方
は
、
こ
の
申
し
出
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
出
書
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
(

区
役
所
の
統
計
係
)
ま
た
は
出

張
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
方
は
、
こ
と
し
の

基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま

せ
ん
の
で

、
ぜ
し
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

転
入
者

●
こ
と
し
の
6
月
1
6日
以
後
、
都

の
2
3区
外
(
三
多
摩
、他
の
道
府

県
)
か
ら
転
入
し
て
来
た
満
2
0才

以
上
の
方

●
こ
と
し
の
9
月
1
6日
以
後
に
都

の
2
3区
内
か
ら
転
入
し
て
来
た
満
2
0

才
以
上
の
方

新
有
権
者

こ
と
し
の
1
2
月
2
1
日
以
後
に
満

2
0才
に
な
る
方

注
、
こ
の
申
し
出
は
本
人
に
限
ら

れ
ま
す
か
ら
、
印
鑑
を
持
つ
て
自

分
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

世
界
に
示
そ
う

正
し
い
交
通
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善
行
者
を
た
た
え
て

―
1
4
名
に
区
長
か
ら
ほ
う
賞
―

区
で
は
、
9
月
1
4日
、
善
行
者

ほ
う
賞
審
査
会
を
開
き
、
1
4名
の

方
を
ほ
う
し
よ
う
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
社

会
に
奉
仕
し
た
り
、
人
命
救
助
を

し
た
方
の
善
行
を
た
た
え
、
賞
状

と
記
念
品
を
贈
る
も
の
で
、
毎
年

行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞

式
は
1
0
月
中
に
行
な
わ
れ
る
予

定
。
受
賞
者
と
事
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
…
高
木
富
子
さ
ん
(
3
8
)
伊
興

町
大
境
一
六
一
八
～
七
一
。
区
の

移
動
図
書
館
に
協
力
し
て
、
青
少

年
に
読
書
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま

し
た
。

○
…
野
寺
育
子
さ
ん
(
3
3
)
足
立

三
丁
目
一
一
番
二
三
号
。
5
月
2
1

日
池
に
飛
び
込
ん
で
お
ぼ
れ
た
子

ど
も
を
無
事
助
け
ま
し
た
。

○
…
高
木
喜
藤
治
さ
ん
(
7
3
)
本

木
町
二
丁
目
一
三
八
九
。昭
和
2
6

年
か
ら
毎
月
第
1
・
第
3
日
曜
に

下
水
掃
除
や
薬
剤
散
布
な
ど
社
会

奉
仕
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
…
林
ミ
ヨ
さ
ん
(
6
2
)
本
木
町

二
丁
目
一
二
五
二
。自
費
で
家
出

少
年
を
九
州
ま
で
送
り
届
け
た

り

、
敬
老
事
業
や
社
会
奉
仕
に
献

身
的
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

○
…
中
西
保
さ
ん
(
2
2
)
本
木
町

一
丁
目
四
四
二
。毎
月
第
3
日
曜

日
に
本
木
東
小
学
校
で
ハ
ー
モ
ニ

ー
運
動
を
行
な
い
、
青
少
年
の
不

良
化
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
…
二
戸
輝
雄
さ
ん
(
3
6
)
千
住

緑
町
二
丁
目
六
番
地
二
三
号
、中

津
川
武
さ
ん
(
2
3
)
千
住
宮
元
町

一
五
、田
中
身
延
さ
ん
(
1
4
)
千

住
緑
町
二
丁
目
六
番
地
。
8
月
1
9

日
、千
住
緑
町
の
路
上
に
こ
ぼ
れ

て
い
た
オ
イ
ル
を
と
る
た
め
砂
利

を
ま
き
、
警
察
に
連
絡
し
て
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
た
。

○
…
西
村
煇
男
さ
ん
(
6
8
)
同
ゆ

き
さ
ん
(
6
4
)
千
住
旭
町
五
一
。

毎
朝
午
前
4
時
か
ら
6
時
ま
で
北

千
住
駅
地
下
道
か
ら
旭
町
交
番
ま

で
掃
除
し

、
明
る
い
町
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

○
…
小
泉
一
夫
さ
ん
(
3
0
)
、坂

田
俊
夫
さ
ん
(
2
4
)
浅
賀
仁
さ
ん
(
2
2
)

、
石
山
幸
二
さ
ん
(
2
1
)

足
立
区
役
所
の
土
木
出
張
所
勤
務
3

月
1
5
日
、
6
0才
ぐ
ら
い
の
老
人

が
綾
瀬
新
橋
付
近
の
水
路
に
落
ち

た
の
を
救
出
し
ま
し
た
。

学 校 に 警 備 犬

―まず2校でテスト―

区
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の

夜
警
を
強
化
し
、
学
校
に
事
故
が

な
い
よ
う
警
備
犬
を
飼
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ま
だ
、
テ
ス
ト
的
に
飼
う
の
で

梅
二
小
と
千
四
小
の
二
校
だ
け
で

す
が
、
こ
れ
が
よ
け
れ
ば
ゆ
く
ゆ

く
は
全
校
で
飼
う
こ
と
に
な
る
で

し
よ
う
。

こ
の
警
備
犬
は
、
埼
玉
県
の
吉

野
兼
三
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ド

イ
ツ
生
れ
の
シ
ェ
パ
ー
ド
で
、
い

ず
れ
も
優
秀
な
オ
ス
と
メ
ス
。
こ

れ
か
ら
四
カ
月
間
夜
警
の
訓
練
を

う
け
、
す
ぐ
人
に
か
み
つ
い
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

し
か
し
、
キ
ケ
ン
で
す
か
ら
、

む
や
み
に
夜
間
、
学
校
へ
入
り
こ

ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

第
1
0出
張
所
が
移
転

区
役
所
第
1
0
出
張
所
は
、梅
田

町
一
五
二
九
番
地
に
移
転
し
、
9

月
2
1
日
か
ら
し
ご
と
を
は
じ
め
ま

し
た
。電
話
は
い
ま
ま
で
ど
お
り

の
(
8
8
7
)
四
一
五
七
。

☆
　

☆
　

☆

訂
正
　
前
号
の
4
ペ
ー
ジ
「
交

番
の
し
ご
と
」
の
記
事
中
、
3
行

目
の
(
一
日
2
4時
間
を
3
回
に
分

け
)
を
(
日
勤
、
当
番
、
非
番
に

分
け
)
と
訂
正
し
ま
す
。

本
木
一
丁
目
の
水
路
を
暗
渠
に

―
関
原
通
り
一
時
通
行
止
―

区
で
は
、
水
害
防
止
の
た
め
に

水
の
流
れ
を
よ
く
し
、
環
境
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
、
本
木
町
一
丁

目
六
四
三
番
地
先
か
ら
一
〇
六
〇

番
地
先
ま
で
の
水
路
を
改
修
し
ま

す
。
こ
の
工
事
は
、
7
月
1
1
日
か

ら
明
年
2
月
1
5日
の
工
事
期
間
(

予
定
)
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で

、

工
費
4
千
8
5
8
万
円
を
か
け
、
延
長
4
9
0

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
水
路
の

幅
や
深
さ
を
拡
げ
(
断
面
四
倍
ぐ

ら
い
に
)
水
を
多
く
流
れ
る
よ
う

に
し
、し
か
も
暗
渠
に
し
て
そ
の

上
を
人
が
通
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
(
自
動
車
は
不
可
)

こ
の
水
路
工
事
区
間
が
関
原
通

り
を
傾
め
に
横
切
る
た
め
、
大
変

ご
迷
惑
な
こ
と
で
す
が
、
次
の
日

程
で
関
原
通
り
を
通
行
止
め
に
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
西
新
井
橋

方
面
か
ら
入
る
大
型
車
は
本
木
新

道
へ
―
―
小
型
車
は
図
の
と
お
り

、
一
丁
目
八
一
五
番
地
先
か
ら
右

折
し
て
う
廻
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
西
新
井
方
面
か
ら
関
原
通
り

を
西
新
井
橋
方
面
へ
行
く
車
は
、

一
丁
目
一
〇
一
六
番
地
先
果
物
店

か
ら
左
折
し
、
梅
田
新
道
へ
う
廻

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
関
原
通
り
通
行
止
め
の
日
程

1
0
月
1
5
日
～
2
1
日
・
2
5
日
～
1
1

月
4
日
・
6
日
・
1
3
日
～
1
5
日

交 通 制 限 図 × は通行止標識・はう廻標識

○ は工事個所… はう廻路



区 の お 知 ら せ 第149号 ( 4)

1
0月
1
日
か
ら
施
行

青
少
年
健
全
育
成
条
例

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る

条
例
が
1
0
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

青
少
年
の
た
め
に
、
良
書
・
映

画
・
な
ど
を
推
奨
し
た
り
、
ま
た

害
の
あ
る
本
や
映
画
・
お
も
ち
ゃ

を
指
定
し
、
良
い
生
活
環
境
を
与

え
よ
う
と
い
う
の
が
こ
の
条
例
の

ね
ら
い
。
ま
た
、
午
後
1
1
時
―
午

前
4
時
の
ボ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ケ
ー

ト
・
プ
ー
ル
な
ど
に
は
青
少
年
を

入
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
を
す
こ
や
か
に
育
て
る

た
め
、み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

足
立
区
産
業
展

優
秀
発
明
展
開
く

足
立
区
の
産
業
展
と
優
秀
発
明

展
も
こ
と
し
で
1
4回
目
を
迎
え
、
1
0

月
2
0日
か
ら
2
4日
ま
で
の
5
日

間
、
千
代
田
区
大
手
町
の
都
立
産

業
会
館
で
開
き
ま
す
。

今
回
は
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
東
京
大

会
の
会
期
中
で
あ
り
、
世
界
の
目

が
東
京
に
集
ま
り
ま
す
の
で
、
そ

の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

参
観
は
自
由
、
入
場
無
料
で
す

か
ら
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

区

議

会

だ

よ

り

こ
と
し
の
第
3
回
区
議
会
定
例

会
は
9
月
2
5日
か
ら
1
1日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
に
は
、
区
役
所
の

第
1
0出
張
所
が
新
築
移
転
し
た
の

で
必
要
と
な
っ
た
条
例
の
一
部
改

正
案
な
ど
3
件
、
学
校
増
改
築
工

事
請
負
契
約
に
関
す
る
議
案
1
2

件
、
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
関

す
る
議
案
2
件
な
ど
と
、
昭
和
3
9

年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
号
が
発
行
さ
れ
る
、き
ょ
う

(
1
0
月
1
日
)
は
、ま
だ
議
会
開

会
中
な
の
で

、
く
わ
し
く
は
次
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

前
号
で
、
区
議
会
の
委
員
会
に

つ
い
て

、
そ
の
し
く
み
や
仕
事
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

区
議
会
に
は
こ
の
ほ
か
、
議
会
内

の
各
会
派
か
ら
選
出
さ
れ
た
次
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
運

営
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
運
営
委
員
会
は
区
議
会
の

開
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
、
議
会

内
の
連
絡
調
整
や
議
会
を
運
営
し

て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な
事
項
を
協

議
し
ま
す
。

運
営
委
員
会

◎
鈴
木
仲
二
、
○
白
村
益
治
郎
、

○
浜
中
隼
雄
、
中
条
幸
男
、
宮
入

五
郎
、
小
林
三
四
郎
、
野
口
五
郎

平
、
遠
峰
富
次
、
藤
原
忠
志
、
富

沢
孝
之
、
小
久
保
雅
捷
、
以
上
1
1

名
。
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員

長
を
表
わ
し
ま
す
。

病
気
は
早
く
見
付
け
ま
し
よ
う

国
保
無
料
健
康
相
談

暑
さ
き
び
し
い
夏
も
過
ぎ
、
朝

夕
す
ず
風
が
立
ち
ま
す
と
、
夏
の

疲
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
起

き
て
き
ま
す
。

区
で
は
、
足
立
、
千
住
両
保
健

所
、
足
立
区
医
師
会
、
歯
科
医
師

会
、
薬
剤
師
会
の
ご
協
力
に
よ
り

1
0
月
1
日
か
ら
3
1
日
ま
で
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ

ん
の
た
め
に
、
無
料
で
健
康
相
談

を
行
な
い
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
病
気
は
早

く
発
見
す
る
こ
と
、
そ
し
て
早
く

に
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

少
し
で
も
か
ら
だ
が
お
か
し
い

心
配
だ
と
思
っ
た
ら
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
健
康
相
談
を
う
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、こ
と
し
は
体
温
計

の
無
料
検
査
も
行
な
い
ま
す
。
正

し
い
体
温
計
で
正
し
い
体
温
を
計

り
ま
し
よ
う
。

な
お
、
相
談
に
は
保
険
証
と
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
体
温
計
の
無
料
検
査
　
1
0月
1
2日
(
千
寿
小
)
1
3日
(
千
四
小
)
1
5

日
(
9
中
)
1
6日
(
6
中
)
1
9日
(
大
谷
田
小
)

奨 学 生 募 集
貸 付 人 員 お よ び貸 付 金 額

高校　月額　2. 000円以内( 15 名)
大学　月額　3. 000円以内( 5 名)

資 格

1. 足立区内に3 年以上住んでい
る方のお子さん

2. 都内にある学校に在学してい
ること( 昭和40年度入学を含
む)

3. 同種の奨学金を受けていない
こと

申込 み期 間

10月1日～17日まで
申込 み場 所

足立区役所総務課( 888) 2161

時
効
が
迫
り
ま
し
た
福
祉
年
金
の
請
求
権

福
祉
年
金
は
昭
和
3
4
年
1
1
月
1

日
か
ら
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
年
金
は
請
求
資
格
が
生
じ
て

か
ら
満
5
年
た
つ
と
時
効
に
な
っ

て
、
そ
の
後
は
請
求
す
る
権
利
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
3
4
年
1
1
月

1
日
す
で
に
受
給
資
格
の
あ
っ
た

方
で
、
ま
だ
請
求
手
続
を
し
て
い

な
い
方
は
す
ぐ
に
区
役
所
の
国
民

年
金
課
、
ま
た
は
出
張
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

足
立
区
商
工
名
鑑
を
発
行

区
内
の
業
種
別
事
業
所
が
ひ
と

目
で
わ
か
る
「
足
立
区
商
工
名
鑑
」

が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
商
店
、工
場
は
も
と
よ

り
自
由
業
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
業
種
に
わ
た
る
事
業
所

(
1
万
9
千
2
6
2
件
)
の
所
在
地
、

電
話
番
号
な
ど
を
収
録
し
た
も
の

で
、
B
5
判
、
4
3
3
ペ
ー
ジ
。
区
内

工
業
連
合
会
、
商
店
会
連
合
会
、

関
係
官
公
署
な
ど
に
配
布
さ
れ
ま

す
。な

お
発
行
部
数
が
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
経
済
課
で
は
一
般
の

希
望
者
に
実
費
1
千
5
0
0
円
で
お
分

け
す
る
予
定
で
す
。

図
書
館
が
休
み
に
な
り
ま
す

図
書
館
の
本
の
虫
干
し
が
次
の

予
定
で
行
な
わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ

の
間
は
館
内
閲
覧
を
は
じ
め
、
館

外
貸
出
し
も
中
止
に
な
り
ま
す
。

千
住
図
書
館
―
1
0
月
1
1
日
～
2
6
日

梅
島
・
宮
城
図
書
館
―
9
月
2
7
日

～
1
0
月
1
1
日


